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はじめに

高速通信ネットワークや１人１台端末の小学校，中学校，高等学校への整備，

デジタル教科書の導入，遠隔教育，CBT による学力調査，VR による没入感

のある体験など，情報コミュニケーション技術（ICT）を投入した新たな動き

とともに，教育や学習の姿が大きく変わりつつあります。今日，教育の質や効

果を高めるために，また時代のニーズに応える人材育成のために，教育に携わ

る専門職の方々には，新しい技術に翻弄されることなく，ICT を的確に活用

できる力量が求められています。本書では，情報活用に関わる道具やしくみと

しての情報メディアについて，小中高の教員，学校図書館司書教諭，学芸員に

とって必要となる内容を複数領域にわたり学習できるよう編纂しました。

わかりやすい授業，生活と関連ある学習，学習者が主体的に取り組む学びな

ど，理想とする教育をめざした歩みの中で，教育の工夫に利用されてきたのが

情報メディアです。初期においては絵や図などの非言語情報を利用し始め，科

学技術の進展につれて写真，映像，放送，コンピュータ等を導入し，それぞれ

の時代で利用可能な情報や情報手段を積極的に利用することで，先人による知

恵や文化，そして生活に役立つ知識・技能を伝承してきました。情報メディア

を利用して教育を充実してきた歴史を振り返ると，教育の目的や人間の特性に

関する多角的な視点を総合しながら，教育・学習と情報メディアの組み合わせ

を設計する知識や姿勢が必要なことがわかります。

また，複雑で予測不可能な現代社会で必要とされる資質・能力についての国

際的議論が進み，期待される人材像，そこで必要となる教育や学習のあり方が

再考されつつあることへの理解も，これからの情報メディアの利用には必須と

言えます。今日，教師や学校に求められているのは，学習者自身が課題を見い

だし，その解決を試行錯誤するサイクルを繰り返し，自分に適した学び方を獲

得できるプロセスの提供です。学習者それぞれの情報活用の力を高め，また発

揮させながら，自在に学びを展開させる教育が期待されています。

本書は，教職課程での「教育の方法と技術」「情報通信技術を活用した教育
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の理論と方法」「情報メディア論」「視聴覚教育メディア論」，学芸員養成課程

での「博物館情報・メディア論」，学校図書館司書教諭講習での「情報メディ

アの活用」での学修を想定し，次のような内容で構成しました。「Ⅰ．教育に

おける情報メディア利用の歩み」では，17世紀から今日に至るそれぞれの時代

での情報メディアの利用と教育的な意義について解説します。「Ⅱ．情報メデ

ィアの認知と学習効果」では，心理学実験による知見を紹介しながら，知覚情

報の受容や選択，記憶のメカニズム，そして学習素材としての文章と画像の認

知や学習効果について解説します。「Ⅲ．情報メディアと思考」では，学習指

導要領などを参考に“考える”ということについて整理した後に，思考スキル

を補助したり習得させたりするツールを紹介し，さらに思考スキルを育てる授

業について解説します。「Ⅳ．情報メディアについての教育」では，情報化の

浸透とともに変遷したメディア・リテラシーの歴史，知識基盤社会に求められ

るメディア・リテラシー，そして学校教育におけるメディア・リテラシーの育

成について解説します。「Ⅴ．教育における ICT 活用」では，資質・能力に関

わる国際的議論を整理したうえで，教師の専門的力量としての情報メディア活

用，そして情報教育の歩みについて解説します。「Ⅵ．図書館における情報メ

ディアの活用」では，図書館の各種機能や活動における情報メディアを概観し，

学校図書館の読書センター，学習センター，情報センターとしての機能に着目

しながら情報メディアが果たす役割，そして学校図書館司書教諭や教員の役割

について解説します。「Ⅶ．博物館における情報メディア活用」では，資料を

効果的に展示して解説し，また資料の保存や調査研究を行う，さらに新たな資

料や情報を生み出す機器や手法としての情報メディアの利用や展望について解

説します。

本書で学ばれた方々が，新しい教育のデザインと実践において，教育の専門

家として情報メディアを利用する力量を的確に発揮されることを願います。

2023年１月吉日

� 新地 辰朗
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Ⅰ
教育における情報メディア利用の歩み

わが国における視聴覚教育の普及にも大きく寄与した，エドガー・デール

（Dale,�E.，1900-1985）（本章�1.2.2�参照）は，教えるとは「伝達することであり，

経験を分かち合うことであり，各自の持っていることを共通することである。

結局教えるということは，以上のことを巧みに展開することであり，人間の相

互作用の過程を深め，その意味を豊かにし，我々の考えていることを相手によ

く判らせることである」1と述べている。教育における情報メディア利用の歩み

は，まさに教育目標の達成をめざすコミュニケーションや相互作用に，情報メ

ディアを効果的に利用してきた知恵と工夫の蓄積といえる。

1 ：デール著，西本三十二訳『デールの視聴覚教育』日本放送教育協会，1957，p.11．

図Ⅰ-１　情報メディア活用と授業・学力

知識・技能を重視
“基礎的・基本的な知識”と“学びを生かすことのできる力”の両立
・コンピテンシー
・21世紀型スキル

・身体機能
・言語・非言語メッセージ
・絵，写真，映画
・学校放送（ラジオ，テレビ）

教師からの知識伝達型
一斉指導

・学習者中心主義の授業
・対話型・協調型の学習
・課題発見学習，探究学習
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・インターネット
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コンピュータ
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したがって，教育での情報メディア利用の歩みを振り返る際，特定の技術や

装置への関心に偏ることなく，ここ50～70年程度の様子を示した図 I-１にみ

られるような，高めるべき学力に応じて変遷する授業のあり方との関係にも留

意する必要がある。本章では，身体に備わった機能を用いた表現・伝達から，

ICT（Information�and�Communications�Technology，情報コミュニケーショ

ン技術）を活用した表現・伝達・発信から情報活用まで，教育や学習に係る情

報メディア利用の歩みを整理する。

１．情報メディア利用の草創

1. 1　身体機能・絵・文字による表現

表情，しぐさ，声など，人類は身体にもともと備わっていた機能を活かし，

感情を表したり，メッセージを交換したりすることで，互いに関わり合いなが

ら生活してきた。道具を使うようになると，距離や時間を超えて，情報を伝え

ることができるようになってゆく。かがり火，のろし，太鼓などにより距離の

離れた相手への伝達や描画による時間を超えての伝達も実現した。例えば，２

万年以上前に描かれたスペインのアルタミラ洞窟やフランスのラスコー洞窟の

壁画は，当時の風景や出来事の様子を今に伝える。文字が発明されると，形に

描くことの難しい思考や感情を表現したり，さまざまな出来事を正確に記録し

たりすることができるようになり，人類の情報伝達に革命的な変化が生じた。

メソポタミアで暮らしていたシュメール人による楔形文字は最古の文字の一つ

とされ，紀元前3000年ごろの地層から出土した粘土板に記録された穀物や家畜

の数量などから，当時の経済や宗教の様子を読み取ることができる。一つひと

つの文字が意味を担う楔形文字や象形文字に対して，紀元前600年頃に発明さ

れたとされる表音文字は，文字の組み合わせで多様な意味を表すことができ，

文字そのものの読み書きに高度な知識や技能を必要としなかったため，多くの

人びとに利用されるようになった。フェニキア文字を起源とするアルファベッ

トは，その後に影響を与えた表音文字の代表であり，アラビア語をはじめとす
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図Ⅰ-２　身体機能・絵・文字，印刷による表現

▲のろし

▲楔形文字
出典：E. キエラ著，板倉勝正訳『粘土板に書かれた歴

史：メソポタミア文明の話』岩波書店，1958，p.59.

▲�グーテンベルク印刷機による
42行聖書

提供：慶應義塾図書館

▲表情

▲ジェスチャー

▲かがり火

▲洞窟壁画（バイソンが描かれたアルタミラ洞窟）
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図Ⅰ-２　身体機能・絵・文字，印刷による表現（つづき）

▲グーテンベルク印刷機（複製）
提供：天草市立天草コレジヨ館

る言語につながってゆく。

キリスト教の聖書やイスラム教のコーランのように，教徒の信ずべき信仰内

容や守るべき信仰生活の訓戒・規範を示した経典が用いられたように，精神的

共同社会を営むために，また共通の知識を共有するために，言語で記録された

文献が利用するようになった。伝え聞く行為から文献を読み取る行為への変化

は，情報に対する関り方を変化させるものであり，人びとの知的水準の向上に

大きく寄与するものであった。しかし，手書きによる複製作業の繰り返しで，

オリジナルの文献と同じ内容の本を増やさざるをえない頃は，時には写字生の

筆跡が原因で文字が読みにくかったり，数の不足により著しく貴重であったり

したため，文献に接することのできたのは上流階級など一部の人びとに限られ

た。文献の利用を多いに広めたのは，1450年頃のヨハネス・ゲンスフライシ

ス・グーテンベルク（Gutenberg,� J.G.-1468）による活版印刷術に代表される

印刷技術の発明であり，大量に，また安価に活字本を提供できるようになった。
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金細工師匠でもあったグーテンベルクは，金属活字の鋳造やインクの開発を経

て，木版印刷機に比べて耐久性の高い，効率的な印刷を可能とした。紙と費用

を節約し，余白も確保した42行聖書の印刷は，グーテンベルクの代表的な業績

である。

以降，文献をとおして先人の経験や知恵に接する重要性が広く認識されるよ

うになり，文字や文章そのものを学ぶ場や，書物から知識を得る場が求められ

るようになってゆく。

1. 2　情報メディアの教育方法的利用の始まり

知識や教養を身につける価値が認識されるようになると，教育を担う学校や

教師が現れるようになり，学ぶ内容の選択と分類，学ぶ順序，教える技術，そ

して教師の役割等が考慮された教育システムが求められるようになってゆく。

貴族等の特権階級に限ることなく庶民も通うことのできる学校，先人が残した

伝統的な知識・文化だけでなく日常生活との関連を見いだしやすい事項の選定，

極端な忍耐を強いることなくわかりやすく学ばせる技術など，教育のありよう

が総合的に追究されるようになると，学習内容と学習者とをつなぐ教育メディ

アについての考えも深まりをみせてゆく。

世界最初の体系的教育学概論書とされるコメニウス（Comenius,�J.A.，1592-

1670）著の『大教授学（Didactica�Magna）』2（1657年）では，目的や要約が述

べられている副題の冒頭において「あらゆる人に，あらゆる事を，教える普遍

的な技法について提示する」とした後，学校制度，教育内容・教育課程，教育

方法について，相互に関連させながら全33章にわたり著されている。この『大

教授学』では，例えば，第18章「教授と学習との着実をえる諸基礎」での「人

間はできる限り，書物からではなく，天と地，樫の木やぶなの木から学ぶ態度

を教わらなくてはならない」，第20章「知識の教授方法について」での「あら

ゆるものをできるだけ，学習者の多くの感覚にさらすことが教授者の黄金律」

のように，書物よりも事物そのものに対する知覚を優先させる重要性が度々述

2 ：コメニウス著，鈴木秀勇訳『大教授学』 1 ・ 2 ，明治図書出版，1962．
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べられており，直観教授の最初の理論体系がみられる。以降，ルソー（Rous-

seau,�J.J.，1712-1778）やペスタロッチ（Pestalozzi,� J.H.，1746-1827）らによ

り，感覚や直観，そして経験の重要性が指摘され，実物教授，絵，図などの非

言語情報を組み合わせた教授が提案・実践されるようになってゆく。

次第に，子どもの体験や自発性を大切にしたり，感覚に訴えたりする教科書

が現れるようになり，教育方法的に利用される情報メディアとして，教科書は

大きな役割を担うようになった。また，教師に対しても，文字や言葉等の言語

情報にのみ頼ることなく，教育方法を工夫する能力が求められるようになり，

後の視聴覚教育の礎を見いだすことができる。

本節では，教育における情報メディア活用草創期の代表的な歩みとして，教

科書へ絵を挿入した『世界図絵』，またメディアと経験との関係を表した「経

験の円錐」を紹介する。

1.2.1　感覚に訴える情報メディア

直観主義で知られるコメニウスが，ラテン語学習用の教科書として公刊した

のが，『世界図絵（Orbis Sensualium Pictus）』（1658年）である。『世界図絵』

の最も顕著な特色は，自然，物，現象，科学，技術に関わる事物を説明するす

べてのページに絵が挿入されているところにあり，世界最初の絵入りの教科書

とされる。絵は写実的に描かれたものが多く，語句や文章から学ぶのではなく，

事物そのものをよく見ることを優先させ，感覚（視覚）による事物像の認識と

言語学習が並行して進められるように配慮されている。また，誰もが学ぶべき

ものとして150の事物が選定されており，百科全書的知識体系で構成されるな

ど，生活の周辺にある全体像を学べるように工夫されている。幼年期（１～６

歳）を対象にした母親学校での利用を想定したものであるが，少年期（７～12

歳）にも適した教科書であったと思われる。

このように，『世界図絵』はコメニウス自身が『大教授学』で求めた，事

物・感覚を大切にする教授，事物の全体像を知らせながらの教授を実現しよう

としたものであり，教育方法的工夫が認められる情報メディアといえる。『世

界図絵』は，英語版，ドイツ語版，ハンガリー語版，チェコ語版，フランス語
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